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今
回
の
見
直
し
は
、
中
央
公
民

館
及
び
８
地
区
に
あ
る
公
民
館
運

営
審
議
会
を
統
合
し
、
併
せ
て
委

員
定
数
を
見
直
す
も
の
で
す
。
各

地
区
利
用
者
協
議
会
等
の
意
見
を

統
合
後
の
審
議
会
に
反
映
で
き
る

よ
う
、
一
層
の
利
用
者
意
見
の
把

握
に
努
め
て
い
く
等
、
審
議
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
か
ら
委
員
を
選

出
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
実
情
や

意
見
を
反
映
で
き
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
住
民
の
た
め
の
公

民
館
運
営
に
向
け
て
、
各
種
事
業

の
実
施
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
の
審
議
会
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
各
地
区
の
意
見
を
幅
広
く

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
市
民
の
た
め
の
公
民
館
運

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、
賛

成
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
中
央
公
民
館
及

び
８
地
区
に
あ
る
公
民
館
運
営
審

議
会
を
統
合
し
、
併
せ
て
委
員
定

数
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、
設
置

の
規
定
等
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
中
央
公
民
館
及
び
各

地
区
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
、
公

民
館
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企
画

実
施
に
つ
い
て
の
調
査
審
議
を
、

春
日
部
市
公
民
館
運
営
審
議
会

（
定
数
15
人
以
内
）
に
統
合
し
て

一
括
審
議
す
る
も
の
で
す
。

　

統
合
す
る
に
当
た
り
、
委
員
を

各
地
区
か
ら
選
出
す
る
こ
と
、
各

地
区
利
用
者
協
議
会
等
の
意
見
の

反
映
に
努
め
る
な
ど
、
審
議
の
活

性
化
を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　
　
【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

公
民
館
運
営
審
議
会 

条
例
の一部
改
正
を
可
決

公
民
館
運
営
審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決

議
員
提
出
議
案
は
、４
議
案
が
提
出
さ
れ
３
議
案
を
可
決

　　

公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
公
民

館
運
営
に
住
民
が
参
加
し
、
住
民

の
意
思
を
公
民
館
運
営
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ

の
よ
う
な
住
民
参
加
の
仕
組
み
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

本
議
案
は
、
８
つ
の
各
地
区
公

民
館
に
５
人
ず
つ
で
置
か
れ
て
い

た
運
営
審
議
会
を
廃
止
し
て
、
公

民
館
運
営
審
議
会
１
つ
に
統
合
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、
こ
れ

ま
で
各
地
区
で
伝
統
と
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
し
て
き
た
春
日
部
市

の
豊
か
な
公
民
館
活
動
を
守
り
、

発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
各
地

区
公
民
館
ご
と
に
置
か
れ
て
こ
そ

意
味
が
あ
り
ま
す
。
経
費
削
減
を

目
的
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
議
案
に
反
対
し
ま
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
に
は
、
市
長
車

の
購
入
や
、
職
員
の
賃
金
引
き
下

げ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
産
フ
ー
ガ
を
購
入
す
る
理
由

を
、
市
長
の
安
全
の
た
め
と
し
て

い
ま
す
が
、
命
の
重
さ
に
軽
い
重

い
は
な
く
、
皆
同
じ
で
す
。
ま
た
、

安
全
性
は
、
大
衆
車
で
も
高
級
車

で
も
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
長
は
、
自
分
の
こ
と
を
現
場

主
義
と
言
い
ま
す
が
、
市
内
に
は

細
い
道
も
多
く
、
小
回
り
の
利
く

小
型
車
が
ふ
さ
わ
し
い
は
ず
で
す
。

　

財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
市
民
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
捨
て
、
負

担
を
増
や
し
、
議
員
の
提
案
に
は

聞
く
耳
を
持
た
な
い
。
こ
の
状
況

で
高
級
車
の
購
入
は
、
市
民
の
理

解
を
到
底
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
市
は
職
員
１
人
に
対

す
る
市
民
の
数
が
、
県
内
40
市
や

全
国
特
例
市
41
市
で
比
較
し
て
も

一
番
多
く
、
仕
事
量
は
増
え
て
い

ま
す
が
賃
金
は
下
が
り
、
近
隣
市

と
比
べ
て
も
大
変
低
く
、
さ
ら
な

る
引
き
下
げ
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
本
議
案
に
反
対
し
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
人
事

院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
で
各
種

手
当
が
減
額
さ
れ
、
厳
し
い
状
況

討
　
論

地
区
公
民
館
の
運
営
審
議
会
を

な
く
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い

た
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

充
実
し
た
社
会
教
育
活
動
の

拠
点
と
な
る
公
民
館
運
営
を

要
望
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
を
７
億
２
１
５
５
万
９
千
円
増

額
し
、
６
４
２
億
２
０
３
８
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
国 

・
県
支
出
金
を
４
億
６
２
３
４
万

８
千
円
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
入
金
を
１
億
円
増
額
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
は
、
経
年

劣
化
の
著
し
い
市
長
車
の
買
い
替

え
経
費
と
し
て
、
６
９
８
万
４
千

円
増
額
し
ま
す
。
民
生
費
は
、
不

況
の
影
響
か
ら
生
活
保
護
扶
助
費

を
４
億
３
４
０
万
６
千
円
増
額
し

ま
す
。
農
林
水
産
業
費
は
、
明
日

の
農
業
担
い
手
育
成
塾
設
置
事
業

を
１
４
８
万
円
増
額
し
ま
す
。
土

木
費
は
、
老
朽
化
し
た
道
路
の
修

繕
等
を
行
う
た
め
、
１
５
０
２
万

１
千
円
増
額
し
ま
す
。
教
育
費
は
、

春
日
部
中
学
校
の
校
舎
耐
震
化
を

図
る
た
め
、
２
億
６
６
万
８
千
円

増
額
し
ま
す
。

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）を
可
決

討
　
論

財
政
難
の
中
、
７
０
０
万
円
の

市
長
車
購
入
は
認
め
ら
れ
な
い

た
め
反
対
（
日
本
共
産
党
）

財
政
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
た

公
用
車
購
入
の
検
討
を

求
め
賛
成
（
緑
新
ク
ラ
ブ
）
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で
す
が
、
引
き
続
き
職
員
に
は
公

の
た
め
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
不
況
に
よ
る
生
活
保
護

費
の
増
額
で
す
が
、
今
後
も
動
向

に
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
耐
震
化
は
、

早
急
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
不
具
合
が
著
し
い
市
長

車
の
買
い
替
え
は
、
県
内
40
市
の 

約
半
数
が
高
級
セ
ダ
ン
で
す
が
、

残
り
の
半
数
は
大
衆
車
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
人
口
１
２
０
万
人
の

さ
い
た
ま
市
で
は
、
５
年
リ
ー
ス

で
エ
ス
テ
ィ
マ
を
使
用
し
て
お
り
、

こ
の
車
は
購
入
し
て
も
３
０
０
万

円
台
の
グ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
財
政
力
指
数
が
改
善
し

て
い
る
市
な
ど
で
は
、
大
衆
車
を 

選
ぶ
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

保
有
形
態
は
、
約
半
数
の
市
が
リ

ー
ス
で
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
を

考
え
、
公
用
車
の
購
入
を
再
度
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
賛
成
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
、
県
の
補
助
金

等
を
活
用
し
て
一
般
財
源
の
軽
減

を
図
り
、
ま
た
、
財
源
不
足
の
対

応
に
財
政
調
整
基
金
を
繰
り
入
れ

る
こ
と
は
適
切
な
措
置
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
庁
用
備
品
管
理
事

効
果
的
で
効
率
的
な
事
業
執
行
で

質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

期
待
し
賛
成
（
新
政
の
会
）

務
で
、
不
具
合
の
著
し
い
市
長
車

の
買
い
替
え
を
行
い
ま
す
が
、
効

率
的
な
使
用
を
要
望
し
ま
す
。

　

次
に
、
明
日
の
農
業
担
い
手
育

成
塾
設
置
事
業
は
、
新
規
参
入
希

望
者
の
就
農
を
支
援
す
る
も
の
で
、

そ
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
維
持
費
は
、
生
活

道
路
の
安
全
対
策
を
行
い
、
安
心

な
生
活
環
境
を
維
持
で
き
ま
す
。

　

次
に
、
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強

事
業
は
、
来
年
度
予
定
の
耐
震
工

事
を
前
倒
し
で
実
施
し
、
安
心
安

全
な
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
行
政
運
営
や
市
民
生

活
に
必
要
で
、
効
果
的
で
効
率
的

な
事
業
執
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
活
用
し
、
引
き
続
き
質
の
高

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

る
こ
と
を
要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

昨
今
、
行
政
改
革
、
規
制
緩
和

の
進
展
に
よ
り
、
主
に
公
的
支
出

の
削
減
を
目
的
と
し
て
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
建
物
や
物
品
の
調

達
の
み
な
ら
ず
、
保
育
事
業
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
、
医
療
事

議
員
提
出
議
案

「
公
契
約
基
本
法
」の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

務
な
ど
を
民
間
企
業
に
委
託
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
業
務
の
効
率
的
な
遂
行
は
、

そ
の
財
源
が
税
金
で
あ
る
こ
と
を 

踏
ま
え
れ
ば
極
め
て
重
要
で
す
。

一
方
、
民
間
企
業
の
過
当
競
争
、

過
度
の
低
価
契
約
に
よ
り
、
公
契

約
（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

契
約
の
主
体
と
な
っ
て
発
注
や
契

約
を
す
る
も
の
）
の
下
で
働
く
人

た
ち
の
労
働
条
件
の
悪
化
、
非
正

規
雇
用
化
、
教
育
訓
練
不
足
、
さ

ら
に
は
雇
用
の
喪
失
な
ど
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
22
年
６
月
18
日
に
政
府
が

閣
議
決
定
し
た
「
新
成
長
戦
略
～

『
元
気
な
日
本
』
復
活
の
シ
ナ
リ

オ
」
で
は
、
「
雇
用
の
安
定
、
質

の
向
上
と
生
活
不
安
の
払ふ

っ
し
ょ
く拭
が
、

内
需
主
導
型
経
済
成
長
の
基
盤
で

あ
り
、
雇
用
の
質
の
向
上
が
、
企

業
の
競
争
力
強
化
、
成
長
へ
と
つ

な
が
り
、
そ
の
果
実
の
適
正
な
分

配
が
国
内
消
費
の
拡
大
、
次
の
経

済
成
長
へ
と
つ
な
が
る
」
と
述
べ
、

そ
の
た
め
に
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
（
人
間
ら
し
い
働
き
が
い

の
あ
る
仕
事
）
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

現
在
の
公
契
約
を
巡
る
状
況
は

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実

現
」
と
は
大
き
く
矛
盾
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
う
し
た
公
契
約
を
巡
る
状
況

を
放
置
す
れ
ば
、
公
契
約
の
下
で

働
く
人
た
ち
の
労
働
条
件
の
悪
化

な
ど
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
市
場
価

格
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が

デ
フ
レ
の
長
期
化
や
税
収
減
少
を

招
き
、
さ
ら
な
る
公
的
支
出
削
減

へ
の
圧
力
に
つ
な
が
る
と
い
う
負

の
悪
循
環
に
陥
る
こ
と
が
強
く
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

国
は
、
こ
う
し
た
負
の
悪
循
環

を
断
ち
切
り
、
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト 

・
ワ
ー
ク
」
の
実
現
と
経
済
成
長

に
つ
な
げ
る
た
め
、
公
正
労
働
基

準
と
労
働
関
係
法
の
遵
守
、
社
会

保
険
の
全
面
適
用
等
を
公
契
約
の

必
須
条
件
と
す
る
こ
と
な
ど
を
内

容
と
す
る
公
契
約
基
本
法
を
速
や

か
に
制
定
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
22
年
12
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　

春
日
部
市
議
会

衆
議
院
議
長　

様

参
議
院
議
長　

様

内
閣
総
理
大
臣　

様

財
務
大
臣　

様

総
務
大
臣　

様

【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

○
第
１
号

春
日
部
市
公
的
審
議
会
等
委
員

へ
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
登

用
に
関
す
る
陳
情

○
第
２
号

代
替
地
及
び
都
市
計
画
道
路
用

地
取
得
業
務
の
宅
地
建
物
取
引

業
者
へ
の
民
間
委
託
に
関
す
る

陳
情

○
第
３
号

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
用

地
域
の
除
外
申
請
受
付
事
務
処

理
の
迅
速
化
に
関
す
る
陳
情

○
第
４
号

開
発
許
可
基
準
等
の
緩
和
に
よ

る
区
域
指
定
制
度
の
拡
大
に
関

す
る
陳
情

○
第
５
号

春
日
部
市
民
の
安
心
・
安
全
を

支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
求
め
る
陳
情

陳
　
　
　
　
情

　本会議の傍聴を希望される方は、市役所本庁
舎３階の傍聴者受付で、住所及び氏名をご記入
の上、傍聴券を受け取り、傍聴席に入場してく
ださい。傍聴席は５６席（車いす傍聴席２席含
む）です。
　本会議は、通常午前１０時から開催されます。

次 の 定 例 会 は
２月２ 1日 ( 月 )
開 会 予 定 で す


